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テレビ会議を活用するジャールさん

育
児
経
験
を
語
る
西
田
氏

成
果
を
報
告
す
る
渡
部
教
授
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深
ま
る
卒
業
生
と
在
校

生
と
の
絆

五
月
二
十
七
日
、
卒
業

生
・
在
校
生
共
同
企
画
に

よ
る
「
オ
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア

ン
の
集
い
」
（
「
Ａ
Ｓ
Ｆ

（
オ
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
ン
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
」
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
外
国
語
学
部
ド

イ
ツ
語
学
科
同
窓
会
の
発

足
会
で
は
、
昨
年
末
ド
イ

ツ
留
学
を
目
前
に
交
通
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
た
松
本

あ
す
加
さ
ん
（
二
〇
一
〇

年
外
独
入
学
）
の
お
父
様
、

松
本
泰
様
に
ご
講
演
を
賜
り

ま
し
た
。
松
本
様
は
、
あ
す

加
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
ド
イ
ツ

へ
の
留
学
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
努
力
を
し
て
き

た
か
に
つ
い
て
語
り
、
発
足

会
に
集
っ
た
四
十
人
近
く
の

卒
業
生
に
「
松
本
あ
す
加
・

ド
イ
ツ
語
学
科
奨
学
基
金
」

へ
の
募
金
の
協
力
を
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。な
お
、
「
松

本
あ
す
加
・
ド
イ
ツ
語
学
科

奨
学
基
金
」
の
た
め
と
し
て

設
置
し
た
募
金
箱
に
は
、
約

二
万
円
の
ご
寄
付
が
集
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
金
祝
燦
燦
会

（
卒
後
五
十
周
年
を
祝
う
会
）

の
部
屋
に
は
、
大
泉
孝
第
五

代
学
長
の
年
譜
パ
ネ
ル
、
先

生
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い

た
机
等
が
展
示
さ
れ
（
写

真
）
、
懐
か
し
そ
う
に
年
譜

を
眺
め
る
教
え
子
達
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
「
大
泉
奨

学
金
」
の
た
め
と
し
て
設
置

し
た
募
金
箱
に
も
二
万
円
を

超
え
る
ご
寄
付
が
集
ま
り
ま

し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
卒
業

生
と
在
校
生
と
の
絆
が
よ
り

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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今
学
期
、
外
国
語
学
部
ド

イ
ツ
語
学
科
と
フ
ラ
ン
ス
語

学
科
の
正
課
、
非
正
課
の
授

業
に
お
い
て
、
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
遠
隔

授
業
が
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

の
大
学
と
の
間
で
行
わ
れ
て

い
る
。

ド
イ
ツ
語
学
科
で
は
、
木

村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
教
授
が

担
当
す
る
「
演
習
（
ド
イ
ツ

社
会
研
究
）
１
」
に
お
い
て
、

ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
日
本

学
科
と
協
力
し
な
が
ら
、
学

部
学
生
が
文
化
政
策
を
め
ぐ

っ
て
、
互
い
に
自
国
の
事
例

な
ど
を
紹
介
す
る
よ
う
な
場

面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に
お
い

て
は
、
ル
ー
ア
ン
大
学
の
修

士
課
程
か
ら
今
期
本
学
が
研

修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い

る
ソ
フ
ィ
ー
・
ジ
ャ
ー
ル
さ

ん
が
専
攻
す
る
「
外
国
語
と

し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授

法
」
の
研
究
活
動
の
一
環
と

し
て
非
正
課
の
授
業
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ル
さ

ん
は
自
身
が
籍
を
お
く
ル
ー

ア
ン
大
学
大
学
院
の
学
生
た

ち
と
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
の
学

生
た
ち
と
の
間
に
立
ち
、
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
新
た
な

語
学
教
育
の
可
能
性
を
探
求

し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

は
、
一
九
九
七
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
語
学

学
習
）
を
発
展
拡
充
す
る
過

程
に
お
い
て
二
〇
〇
三
年
に

導
入
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
、
複

数
対
複
数
の
対
面
通
信
が
可

能
で
あ
る
。
遠
隔
授
業
の
他

に
は
、
博
士
論
文
の
審
査
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
た
実
績
が

あ
る
。
相
手
地
域
と
の
時
差

の
問
題
や
通
信
の
安
定
性
な

ど
の
課
題
も
残
す
が
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

六
月
七
日
、
法
務
省
司
法

試
験
委
員
会
は
、
今
年
五
月

に
実
施
し
た
司
法
試
験
の
受

験
者
八
千
三
百
八
十
七
人
の

う
ち
、
短
答
式
試
験
（
法
律

の
基
礎
知
識
や
法
的
な
推
論

の
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か

を
判
定
す
る
試
験
）
の
合
格

に
必
要
な
成
績
を
得
た
者

（
以
下
、
合
格
者
）
は
五
千

三
百
三
十
九
人
で
あ
っ
た
と

発
表
し
た
。
今
後
は
、
論
文

式
試
験
の
採
点
を
経
て
、
九

月
十
一
日
に
最
終
合
格
者
が

発
表
さ
れ
る
。

本
学
の
状
況
は
、
受
験
者

数
百
八
十
三
人
に
対
し
て
合

格
者
数
が
百
二
十
三
人
で
、

合
格
率
は
六
十
七
％
で
あ
っ

た
。
合
格
者
数
で
み
る
と
、

全
国
七
十
四
校
中
十
位
と
、

ト
ッ
プ

入
り
を
果
た
し

た
。
合
格
率
で
は
、
全
国
七

十
四
校
中
十
六
位
、
受
験
者

数
が
百
人
以
上
の
法
科
大
学

院
の
中
で
は
十
三
位
、
私
学

で
は
、
慶
応
義
塾
大
学
、
中

央
大
学
、
早
稲
田
大
学
に
次

い
で
、
四
位
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
（
別
表
参
照
）

全
体
の
受
験
者
数
は
八
千

三
百
八
十
七
人
、
合
格
者
が

五
千
三
百
三
十
九
人
で
、
平

均
合
格
率
は
六
十
四
％
だ
っ

た
。
合
格
者
の
平
均
年
齢
は

三
十
一
歳
、
性
別
構
成
で
は
、

男
性
が
七
十
六
％
、
女
性
は

二
十
四
％
で
あ
っ
た
。

今
回
の
試
験
結
果
に
つ
い

て
、
原
強
法
科
大
学
院
長
は

「
今
回
の
結
果
は
、
満
足
で

き
る
も
の
と
は
言
い
難
い

が
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
司
法
試
験
短
答
式
試
験

に
お
い
て
、
修
了
生
は
一
定

程
度
の
結
果
を
残
し
て
く
れ

た
も
の
と
評
価
し
た
い
。
来

年
は
今
年
を
上
回
る
結
果
を

出
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

教
員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ

て
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

※
上
智
大
学
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム‥
上
智
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事

業
「
個
性
が
際
立
つ
教
育
研
究
の
進
展
（
〝
上
智
の
精
神
〞
の
発
揚
）
」
の
一
環
と
し

て
、
二
〇
〇
九
年
度
に
開
始
。
上
智
ら
し
い
教
育
を
推
進
し
、
教
育
内
容
や
方
法
の
改

善
向
上
に
よ
っ
て
教
育
の
質
を
高
め
る
な
ど
、
教
育
の
活
性
化
や
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
推
奨
す
る
も
の
。
最
長
三
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
経
費
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
度
は
総
額
約
二
千
六
百
万
円
が
充
て
ら
れ
る
。
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昨
年
開
設
さ
れ
た
上
智
大

学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
四
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
と
同
様
に
「
ソ
フ
ィ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
」
と
し
て
一
般
向
け
の
公

開
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

今
年
度
の
第
一
回
目
と
し

て
、
六
月
十
日
に
女
優
・
歌

手
で
比
較
文
化
学
部
比
較
文

化
学
科
卒
業
生
で
も
あ
る
西

田
ひ
か
る
氏
と
総
合
人
間
科

学
部
教
育
学
科
の
北
村
友
人

准
教
授
が
「
子
育
て
は
楽
し

い
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
対

談
形
式
の
講
義
を
行
な
い
、

約
七
十
人
が
参
加
し
た
。
本

講
座
は
、
上
智
学
院
男
女
共

同
参
画
推
進
室
と
の
共
催
事

業
で
も
あ
り
、
当
日
は
乳
幼

児
や
小
学
生
の
子
ど
も
と
一

緒
の
参
加
者
が
目
立
っ
た
。

講
義
で
は
、
は
じ
め
に
、

北
村
准
教
授
が
、
日
本
と
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
教
育

改
革
に
つ
い
て
の
比
較
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
「
教
育
学
か

ら
見
た
子
育
て
」
と
い
う
観

点
で
、
教
育
学
を
専
門
と
す

る
自
身
が
子
育
て
を
す
る
中

で
得
ら
れ
た
「
気
付
き
」
に

つ
い
て
触
れ
た
。

引
き
続
き
西
田
氏
が
、
幼

少
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
過
ご

し
た
異
文
化
体
験
や
芸
能
界

と
学
業
の
両
立
に
関
す
る
話

な
ど
を
中
心
に
紹
介
。
ま
た
、

ど
ん
な
に
多
忙
な
中
で
も
学

業
は
疎
か
に
さ
せ
な
か
っ
た

西
田
氏
の
両
親
の
教
育
方
針

が
自
身
に
与
え
た
影
響
や
、

現
在
二
児
の
母
と
し
て
子
育

て
に
励
ん
で
い
る
経
験
を
踏

ま
え
た
独
自
の
「
教
育
法
」

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

最
後
に
、
「
子
育
て
に
正

解
は
な
い
も
の
の
、
子
ど
も

が
小
さ
い
時
に
思
い
描
い
た

『
ど
う
い
う
大
人
に
成
長
し

て
欲
し
い
か
』
を
忘
れ
ず
、

お
受
験
や
大
学
選
び
と
い
っ

た
『
道
筋
』
が
子
育
て
の
『
目

的
』
に
す
り
替
わ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
子
育
て
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

教
員
の
教
育
方
法
の
改
善

や
向
上
を
目
的
と
し
た
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
活
動
の
一

環
と
し
て
、
六
月
十
三
日
に
、

「
二
〇
一
一
年
度
教
育
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
※
）
報
告
会
」
が
行
わ
れ

た
。
昨
年
度
採
択
さ
れ
た
二

十
七
件
の
う
ち
の
七
件
に
つ

い
て
、
代
表
者
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
や
そ
の
成
果
そ
し
て

今
後
の
課
題
等
を
報
告
し
、

全
件
の
成
果
報
告
書
が
約
六

十
人
の
参
加
者
に
配
付
さ
れ

た
。報

告
で
は
、
「
内
容
言
語

統
一
型
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
｜
上
智
大
学
学
生

向
け
英
語
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
お
よ
び
効
果
の
測

定
」
（
代
表
者：

渡
部
良
典

／
外
国
語
学
部
）
、
「
チ
ュ

ー
タ
ー
制
導
入
に
よ
る
学
生

の
外
国
語
能
力
向
上
プ
ラ

ン
」
（
代
表
者：

吉
田
研
作

／
一
般
外
国
語
教
育
セ
ン
タ

ー
）
と
い
っ
た
語
学
教
育
に

お
け
る
新
た
な
試
み
の
ほ

か
、
「
大
学
教
育
に
お
け
る

〈
身
体
知
〉
の
再
構
築
〜
上

智
モ
デ
ル
の
提
案
に
向
け
て

〜
」
（
代
表
者：

鈴
木
守
／

文
学
部
）
、
「
地
域
か
ら
学

ぶ
人
間
の
尊
厳：

未
来
創
成

の
た
め
の
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
（
代
表
者：

田
渕

六
郎
／
総
合
人
間
科
学
部
）

等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

な
お
、
二
〇
一
二
年
度
は
、

新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

「
批
判
的
思
考
の
育
成：

教

育
実
践
の
効
果
測
定
の
取
り

組
み
」
（
代
表
者：

津
波
古

澄
子
／
総
合
人
間
科
学
部
）
、

「
経
済
学
・
経
営
学
分
野
に

お
け
る
外
国
語
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
と
教
育
国
際
化
の

支
援
」
（
代
表
者：

上
山
隆

大
／
経
済
学
部
）
等
四
件
が

始
ま
る
ほ
か
、
十
八
件
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
昨
年
度
か
ら
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
。

当
後
援
会
は
、
上
智
大
学

創
立
六
十
周
年
の
一
九
七
三

年
に
、
大
学
の
財
政
面
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
当
時
の
ご
父
母
の
皆
さ

ま
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
任

意
の
団
体
で
す
。
当
時
、
そ

の
教
育
の
質
を
高
く
維
持
す

る
た
め
、
ま
た
設
備
等
の
費

用
を
賄
う
た
め
に
財
政
面
か

ら
大
学
の
発
展
を
援
助
し
た

い
と
の
想
い
も
あ
っ
て
こ
の

後
援
会
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。

後
援
会
会
員
の
会
費
は
、

そ
の
時
々
に
応
じ
て
そ
の
使

わ
れ
方
が
決
ま
り
ま
す
が
、

主
に
奨
学
金
の
支
給
、
学
内

諸
設
備
の
改
修
、
課
外
活
動

団
体
の
助
成
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
震
災

に
関
連
し
て
被
災
者
緊
急
支

援
奨
学
金
と
い
っ
た
も
の
に

も
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
や
研
究
と
い
う
も
の

は
そ
の
質
を
高
め
よ
う
と
す

る
と
費
用
が
か
か
る
も
の
で

す
。
そ
の
質
を
高
め
る
努
力

は
、
は
っ
き
り
と
目
に
見

え
る
も
の
で
は
な
く
、
成

果
が
す
ぐ
に
現
れ
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
人
ひ
と
り
の
拠
出

額
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
金

額
で
な
く
て
も
継
続
し
て

行
わ
れ
、
か
つ
一
人
で
も

多
く
の
ご
父
母
の
方
の
参

加
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て

大
き
な
実
を
結
ぶ
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

上
智
大
学
は
二
〇
一
三

年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え

ま
す
。
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
そ
の
準
備
段
階
の
今

年
、
後
援
会
の
活
動
も
ま

た
重
要
な
年
を
迎
え
ま

す
。
上
智
大
学
が
世
界
に

並
び
立
つ
大
学
と
し
て
、

高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
、
研

究
環
境
を
実
現
し
、
維
持

で
き
る
よ
う
に
多
く
の
ご

父
母
の
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ
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ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ
五
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
た
上
智
大
学
後
援
会
総

会
に
て
、
新
会
長
が
選
出

さ
れ
た
（
詳
細
本
紙
３
７

２
号
）
。
今
回
は
、
新
会

長
に
選
出
さ
れ
た
眞
﨑
修

氏
（
神
学
部
四
年
次
生
保

証
人
）
か
ら
新
会
長
と
し

て
の
抱
負
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
。
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